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集まれ、乙女高原草刈リボランティア !

「第20回乙女高原の草原を守る !」

★点線の部分は林道です。道幅がせまく
カープがきついので、通行にはご注意く
ださい。10人 乗りの車までしか通行でき
ません。牧丘入日から乙女高原までの所
要時間は、約40分です。

※温かい豚汁を

用意します。

●山梨市役所

牧丘支所

げヽの湯

山 、

至山梨、甲府 勝 沼

乙女高原フアンクラブは「乙女高原の自然を次の世代に確実に譲り渡すた
めに、その自然と、人と自然とのかかわりを育む」を目的に、2001年4月 に発
足しました。以下の4つの柱を設けて活動しています。現在入会者数は731
名。入会費・年会費無料。
● 調査研究活動 (どんな自然が成り立つているのか、どんな歴史があるのか

を知る。マル八ナバチ調べ、ヤマアカガエル産卵調査など)

● 環境教育活動 (乙女高原の良さや価値を多くの人に伝えていく。乙女高原
フォーラム、乙女高原案内人の活動など)

● ボランティア活動 (乙女高原の自然を守るために汗を流して働く。遊歩道
づくり、草刈リボランティアなど)

● 情報交換活動 (多くの人と意見をやりとりしながら守つていく。世話人会、

座談会、ホームページの運営など)

●ファンクラブヘの入会。お問い合わせ

乙女高原ファンクラブ事務局

〒40牛0013山 梨県山梨市牧丘町窪平1110-3
tel&fax 0553‐ 35…3682
E¨ma‖ otomefc@fruns.ip
HP http://fruits.ip/γ  OtOmefc/

■日 時
2019(令 和元)年 11月 23日 (土

。勤労感謝の日)

午前 9時30分～午後 2時 (小雨決行 )

■集合場所
(荒天時の予備日24日 (日 ))

乙女高原グリーンロッジ
■持ち物 弁当、飲物、雨具、
おわん、はじ(豚汁用)、 お持ちの方はカマ

■参加費 無料(保険には主催者で加入します)

e,2●
=多

耀舞多髪仄瞑妙襲場
l。

e駐車スペ_スが少ないので、なるべく
乗り合わせておいでください。

・
―

ご遠臓:ください。

■ 草刈リイベントについて

お申 し込み・お問い合わせ

できるだけ11月 20日 (水 )までにお申し込み下さい。

山梨市役所観光課

「乙女高原の草刈 リイベン ト」係

te1 0553‐ 22‐1111(代 )

mJl kanko@cly.yamanashiJg.ip

長野 ◆乙女高原までの略図◆

至三富、埼玉
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各

乙女高原までの送迎バスを運行し

ます(無料 先着順)。 申込み。問合

わせはメールのみ受け付けます。

otomefc@fruns.jp

詳しくは専用ブログをご覧ください。

http://b:og.goo.ne.ip/OtOmebus

■後援/峡東地区県有林造林推進協議会、峡東地区緑化推進会議、山梨市教育委員会

～その他、多くの団体の協力を得て実施しています～

草を刈って運び出します

ゴミ収集車に詰めて運びます

・草原内の枯れ草の刈り取り 。刈つた草の運び出し
。遊歩道の□―プ回収 。草原内のゴミ拾い
。キッズボランティア (子ども向けプログラム)

～乙女高原草刈リイベントの背景～

少なくとも江戸時代以降、乙女高原は麓
集落の草刈り入会地でした。秋の終わりに

草を刈つて持ち帰り、冬の馬の飼料に混ぜ
たり、畑で燃やして肥料にしたりしたそう
です。戦後はスキー場として開発され、ス
キー場として管理するために草刈りが続
けられました。草刈りする際に草原内に生
えてきた若木も一緒に刈つていたので、森
林へと遷移することなく、草原の姿を保
つてきました。

ところが時代には逆らえず、スキー場は

閉鎖。スキーのために続けられてきた草刈
りも途絶える運命でした。草刈りがなくな
れば草原もなくなる…と心配した市民が
立ち上がり、ボランティアで草刈りをした
のがこのイベントの始まりです。その後、
子どものためのプログラムを開発したり、
一度にたくさんの草を運ぶためにゴミ収
集車を地元企業からお借りしたりと進化し

続けています。

近年シカの食害によつて花が激減しまし
たが、山梨市により2015年秋に設置された
シカ柵のおかげで、徐々に回復していま
す。

乙女高原ファンクラブ


